
 

 

 

 

 

 

 

 

心は温かく，ボランティア精神 
平素は本校教育推進のためにご理解とご協力を賜り，厚くお礼申し上げます。 

今年のお正月は比較的暖かく過ごしやすい日が続きましたが，その後，冷え込むことが多くなっ

てきました。１月２０日の「大寒」の前後は，最高気温が１０℃を上回らない日もあり，「大寒」の

名の通り，とても寒く感じられました。この時期は，暦の上では，一年中で最も寒いとされる時期

です。 

先日，家の近くの公園に行きました。とても寒い日でしたが，公園の中の世話をしてくださって

いる方がいました。この時期に限らず一年を通して，「みんながその公園で過ごしやすいようにと」，

何名もの方が関われておられます。ゴミ拾いはもちろん，雑草抜きからトイレ掃除，草花の手入れ

までされています。そのほとんどの方が，ボランティアでやってくださっています。それぞれの方

の思いは「みんなのために…」「地域のために…」「自分の健康のために…」「楽しんでやっています」

と様々ですが，本当に素晴らしいボランティア精神で，ありがたいなぁと日々感じています。 

浜小学校の校区にもこうした方は，たくさんおられます。子ども達の安全と

健康を願い，毎朝，登校を見守ってくださっていたり，学校の付近でも朝早く

から掃除しておられたりする姿をよく見かけます。本当にありがたく，感謝の

思いでいっぱいです。 

子ども達には，こうした方にも素直にしっかりとしたあいさつができ，感

謝の気持ちを伝えられる子ども達に育ってほしいと思います。また，自分にも

できる身近で簡単なことからボランティア精神を発揮してくれる人に育っていってほしいと願って

います。ご家庭でも声掛けをよろしくお願いしたいと思います。 

今後も学校と家庭，地域が子ども達のことを思い，これからもひとつの方向を向いて連携してい

くことができればと思います。 

 

 

 

 

 

 

寒さに負けず 元気に過ごそう！！ 
ここのところの寒さのせいか，インフルエンザや風邪が急速に広がってきています。市内

の学校でも学級閉鎖や学年閉鎖になっているところも出てきています。日々の生活につきま

して，各ご家庭でも再度，以下のことにご留意いただくよう，よろしくお願いします。 

① 睡眠（休養）を十分に！！ 

  体がだるいかな？疲れたかな？と思ったら，睡眠時間をいつもより長めにとるなど早めに 

休養することも「かぜ」を予防するうえで大事なことです。 

②  朝の健康観察を！！ 

  登校する前に，顔色は？食欲は？熱はないか？など，お子さんの様子が普段と違っていない 

かみてあげてください。かぜ気味や微熱がある時は，無理をせず早めにお休みしましょう。 

③  手あらい・うがいを！！ 

   外出したあとは，せっけんやハンドソープをつかってこまめに，ていねいに手のひらから手の

甲，指の間やつめの間，手首までしっかりと洗いましょう。あとは，きれいなタオルでじゅう

ぶんにふきとりましょう。また，うがいも一日に何回もすることで効果もあがります。 

④  バランスよく栄養を！！ 

   日ごろからバランスよく栄養をとることも大切です。野菜も多めにとり，ビタミンをとる 

ようにしましょう。体力をつけ，抵抗力を高めることで感染しにくくなります。 

⑤  マスクの着用も！！ 

   せき，くしゃみなどの症状があるときは，きちんとマスクを。人にむかってせず，とっさに出

そうなときは，顔をそらして，ティッシュなどで口と鼻をおおいます(せきエチケット）。せき

などの症状のある場合はもちろんですが，予防する上でもマスクをするのも効果があります。 

⑥  休日のすごし方に気をつけて！！ 

   特にかぜの流行している時期には，できるだけ人ごみにはいかないことも大切です。病原体

であるウイルスを寄せ付けないようにしましょう。 

≪ 避難訓練（ 地震 ＆ 津波 ）≫ 
阪神・淡路大震災から22年になりました。阪神・淡路大震災以降も東日本，熊本，鳥取…と相次ぐ地震が

起きています。地震に限らず，暴風・大雨・大雪といった自然現象を現代科学をもってしても防ぐことはで

きません。特に地震はいつ起こるかもわかりません。「命を守る」という観点を中心に，いかに減災できる

かということを考えていく必要があります。 

1月17日（火）オープンスクールの日に避難訓練を行いました。地震による避難に引き続き津波が起こる

という想定で，高所への避難訓練も行いました。また，阪神淡路大震災と東日本大震災で犠牲となられた多

くの方々のご冥福を祈り，黙祷も行いました。非常変災の場合には，まず「自分の身は自分で守る」こと

が大切です。とっさの時にあわてないよう日頃から心づもりが必要です。地域の幼稚園や保育所の子たち

も加わり，みんなとても真剣に取り組みました。今後も引き続き，防災教育を充実させていきたいと思い

ます。 
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~身近でできるボランティア~ 

●落ちているごみを拾う   ●誰もいない部屋の電気を消す 
●落とし物を見つけたら本人に渡す   ●本棚の本を整理する 
●しんどい人を保健室に連れて行く  ●困っている人を助ける 
●出しっぱなしになっている水道を止める  ●花の世話をする 
●エレベーターでほかの人のおりる階を尋ねてボタンをおす 
●バスや電車で席をゆずる  ●ほかの人の靴もそろえる 
   まだまだ他にもあると思います。あなたもやってみませんか。 



≪全国学力学習状況調査≫ 
昨年４月に６年生を対象に行われた全国学力学習状況調査結果の詳細が尼崎市から発表されました。こ

の調査は，児童の学習の定着度や学習意識，家庭での学習状況を客観的に把握し，今後の指導に役立たせ

るために実施しています。平成２８年度は，国語と算数，学習等に関する意識調査が行われました。 

 本校の結果と分析内容をお知らせいたします。 

 (国語A･算数Aは主に知識，国語B･算数Bは主に活用に関する問題で学習内容は５年生までの内容) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（⑦を除き，「A あてはまる」「B どちらかと言えばあて 

 

 

 

 

 

 

 

 尼崎市全体の分析では，次のようなことも言われています。（尼崎市市報１月号にも掲載されています） 

 ●宿題や予習・復習をしている子どもほど全教科の正答率が高く，学習環境・生活環境と学力は大きな

関係をもっています。 

 ●宿題だけでなく，予習・復習など自分で計画して勉強する｢自学の力｣をつけることが必要です。 

 ●親子で一緒に読書することや，将来の夢や目標について語り合う時間を持つことで子どもの自立を促

すことが大切です。 

学校でも，児童が主体的，対話的な深い学びに向けての取り組みがさらに必要とされていることもこの

分析等からもわかりました。さらなる学校教育の改善に向けて取り組んでまいります。今後もご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

●国語AB･算数ABとも平均正答率で，尼崎市平均，全国平均を下回っていました。 

【国語】 
●国語 A では，｢話すこと・聞くこと｣｢読むこと｣では，全国平均正答率より若干低いですが，ほぼ全国平均

と考えてよく，尼崎市平均ともほとんど差がありません。しかし，｢書くこと｣については全国・尼崎市平

均を下回っており，課題があります。⇒よりよく文章を書くための工夫を身につけていく必要があります。 

●漢字の書き取りや読み取りでは，ほぼ全国平均くらいに正答しているものもありますが，正答率が大きく

下回っているものもあります。⇒漢字の書き取りや読み取りの徹底（繰り返し練習）が大切です。 

●国語 B では，全体的に課題が多く，基礎知識をもとにさらに活用していく力を今後つけていく必要があり

ます。 

【算数】 
●｢数と計算｣｢領と測定｣｢図形｣｢数量関係｣の４つの領域の中では，特に｢数量関係｣に弱いことがわかります。

割合や単位量当たりの数などについての問題が難しかったようです。 

●理由を尋ねられたり，式の意味を回答したりするような記述式の問題の正答率が非常に低い結果となりま

した。単に公式に当てはめたり，計算をしたりするだけでなく，「なぜそうなるのか」をしっかり考え，

「式の意味」を考え理解したうえで，それを活用していく力が必要です。 

●記述式や後半の問題に無回答が多い傾向にあります。「粘り強く考える姿勢」と「正確に速く」読み解く

ことが大切だと考えます。 

【学習状況調査（質問紙）】 
●塾（家庭教師）に行っている児童の割合は，全国平均と大きく変わりません。 

●宿題をしている割合も全国平均とほぼ変わりませんが，普段の学校外での勉強時間（塾等を含めて）がか

なり少ない傾向にあります。家で学校の復習をしている児童の割合も全国平均と比べるとかなり低くなっ

ています。 

●家庭での過ごし方としては，①テレビやDVDなど ②ゲーム（スマホやPCゲーム等を含む） ③メール

やインターネット に費やされている時間が全国平均よりかなり多く，これらの機器に依存している傾向

が伺えます。（反対に読書時間については少なく，さらに読書に親しめるようしていく必要があります。） 

●家の人との会話やお手伝いなど，家庭での関わりについては，全国平均とほぼ変わりない様子です。 

●「学習が大切だ。将来役立つ」と思っている児童は全国平均を下回っています。学習の有用性や大切さを

感じさせたり，自己肯定感を持たせたりする教育活動が大切だと考えています。 

５月の主な行事予定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜行事予定＞

日 曜日     行　事　予　定

１日 水 社会見学（５年）　　　児童生徒文化発表会（図工　～５日）

２日 木 劇団四季鑑賞会（６年）

３日 金 地区バスケットボール大会（６年）

朝会　　　クラブ活動

生活がんばり表チェック週間（～１０日）

７日 火 児童会役員選挙

８日 水 お別れ遠足（ひまわり学級）

１０日 金 新１年入学説明会

１１日 土 建国記念の日

１４日 火 参観・懇談（１～３年）

１５日 水 参観・懇談（４・５年）

１６日 木 参観・懇談（６年）

１７日 金 参観・懇談（ひまわり学級）

２０日 月 集会

２４日 金 小田北中学校訪問・クラブ体験（６年）

２７日 月 朝会　　　委員会活動・代表委員会

２８日 火 ６年生を送る会

社会見学（６年）

社会見学（４年）

給食終了

卒業証書授与式　　　　※１～４年は，休業日

修了式

６日 月

＜３月の主な予定＞

　３月　３日（金）

　３月１０日（金）

　３月１７日（金）

　３月２２日（水）

　３月２４日（金）


